
平成２４年度 普及活動成果集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年３月 

福岡県飯塚普及指導センター 

めざせ！！ 

元気な担い手 

もうかる農業 



 



 

目     次 

 

１１１１    平成平成平成平成 22224444 年度気象・年度気象・年度気象・年度気象・農業生産の概況農業生産の概況農業生産の概況農業生産の概況    

(1)気象概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

(2)農業生産の概況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

２２２２    普及活動の主な成果普及活動の主な成果普及活動の主な成果普及活動の主な成果    

(1)地域を担う新しい農業者の確保・育成を目指してⅠ・・・・・・・・・・・6 

(2)地域を担う新しい農業者の確保・育成を目指してⅡ・・・・・・・・・・・7 

(3)認定農業者の経営改善支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

(4)水田農業の持続的発展のための個別・組織経営体の法人化支援 ・・・・・・9 

(5)環境保全型農業直接支援対策を活用した水稲での環境保全型農業の推進・・10 

(6)早期作型に適したイチゴ苗づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

(7)直売所への出荷拡大に向けた営農講座の開催・・・・・・・・・・・・・・12 

(8)ケイトウ共販出荷量が大幅に増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

(9)秋出しトルコギキョウ産地がついに共販数量 20 万本突破・・・・・・・・14 

(10)「とよみつひめ」産地拡大と経営安定 ・・・・・・・・・・・・・・・・15 

(11) 注目の新品種・新技術の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

(12)各種表彰（国・県） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

３３３３    普及活動普及活動普及活動普及活動 

(1)普及指導センターの活動体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

(2)現地実証・展示ほ一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22 

(3)現地活動情報一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

(4)普及指導員調査研究実施一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

 (5)飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会活動実績・・・・・・・・・・・26 

 



 

 

はじめに 

 

 平成 24 年（１～12 月）は、当管内では 2 月の大雪、4 月の強風、7 月の梅雨末期の豪雨などの

影響によりハウス、果樹棚の損壊、水稲、野菜、花きの浸冠水、水田・果樹園の土砂流入、法面

損壊など局地的災害が頻発した年でした。水稲では、いもち病の発生、9 月の台風により収量・品

質低下の影響がみられました。原子力発電所の運転停止により、夏季の電力供給不足の懸念か

ら節電を求められました。農畜産物価格は長引くデフレのなかで一向に上がらない状況で推移し、

資材価格高どまりの中、今後の農業経営発展に大きな制約要素となっています。 

 このような情勢の中、飯塚普及指導センターは飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会の

市町・農業委員会や JA 等団体をはじめ、指導農業士、青年農業士、女性農村アドバイザーと連

携して普及活動を展開してきました。特に、新規就農者確保・育成については、農業関係高校、

農業大学校、職業訓練校などと連携を強化してきたところです。 

 また、地域では「直方の米粉ドーナツ」、嘉穂牛・リンゴを使った「嘉麻の釜めし」、筑穂牛・イチ

ジク「とよみつひめ」を使った「筑穂牛カレー」など地域ブランド産品を使った新商品の開発、アピ

ールも始まりました。 

 平成 24 年春、本県は農業経営の安定、農業・農村の持続的発展のため県農業・農村振興基本

計画（24～28年度）を策定しました。国では青年の就農意欲の喚起と就農後の定着、地域農業の

担い手確保のため、人・農地プラン、青年就農給付金制度を新しく政策として打ち出し、今後より

一層、地域内合意形成が必要となっています。 

 普及指導センターは「めざせ！！元気な担い手 もうかる農業」をスローガンとして、次の２つの

重点事項に取り組んでいます。この普及活動成果集は、平成 24 年度の主な活動成果を取りまと

めたものです。注目の新品種・新技術の紹介、主な表彰等を掲載していますので、ご活用をお願

いいたします。 

 

 １ 経営体の育成 

  ○ 認定農業者の経営改善支援 

  ○ 大規模個別経営体、集落営農組織を対象に法人化、園芸作物複合経営の推進 

  ○ 雇用労働力を活用した企業的経営の推進 

  ○ 親元に就農する新規就農者に加え新規参入者の確保・育成 

 ２ 安全安心な農畜産物の供給と交流の促進 

  ○ 水稲「元気つくし」、小麦「ちくし W2 号」、イチジク「とよみつひめ」等新品種の普及、栽培 

    技術確立、ケイトウなど新規品目の推進 

  ○ イチゴ、アスパラガス、トルコギキョウ、ブドウなどの生産性向上 

  ○ 耕畜連携による飼料用米・稲発酵粗飼料の拡大、乳牛の生産性向上 

  ○ 減・減栽培認証の推進、直売所の新しい担い手の育成 

 

          平成 25 年 3 月         飯塚農林事務所 飯塚普及指導センター 

                                        センター長 山本幸彦 
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１１１１    平成平成平成平成 24242424 年度気象・農業生産の概況年度気象・農業生産の概況年度気象・農業生産の概況年度気象・農業生産の概況    

（１（１（１（１）気象概況）気象概況）気象概況）気象概況    

 平成 24 年の気温は、平年より 1～2 月は低く、3 月以降は 10 月までほぼ平年並で推移し（5 月

上旬は高く、6 月下旬は低かった）、11～12 月は低くなりました。降水量は、平年より 1～3 月は多

く、4～5 月は少なく、6～9 月は長雨・大雨で多く、10 月は少なくなりましたが、11～12 月は多くな

りました。                                       （飯塚アメダスデータ） 
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h 長雨・多雨 6/24(138 ㎜)､7/3(65 ㎜)､ 
7/13(71 ㎜)､14(140 ㎜)､8/11(89 ㎜)､14(60 ㎜) 

日照時間 

降水量 

a 低温 

c 低温 

f 低温 

b 高温 

d 7 月 23 日梅雨明け 
平年より 4 日遅い 

i 乾燥 

j 日照不足 

e 8 月 27 日台風 15 号接近(最大瞬間風速 20.4m) 
9 月 17 日台風 16 号接近(最大瞬間風速 21.1m) 

g 5 月 30 日梅雨入り 
平年より 6 日早い 

k日照不足 

気 温 
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＜気象災害＞ 

 主な気象災害では、2 月に大雪、4 月に強風、7 月に大雨及び 9 月に台風接近による強風の被

害が発生しました。 

 2 月 29 日の大雪では、花き、果樹、野菜について、ハウスの倒壊の被害が発生、4 月 3 日の強

風では、イチゴ、ブドウについて、ハウスの一部倒壊や被覆ビニール破損の被害が発生、7 月 14

日の九州北部豪雨では、水稲、大豆、野菜の冠水、法面崩壊及び果樹園への土砂流入の被害

が発生、9 月 18 日の台風 16 号接近に伴う強風では、水稲、大豆の倒伏、柿、梨の枝折れや落果

の被害が発生しました。 

 

 

（２）（２）（２）（２）農業生産の概況農業生産の概況農業生産の概況農業生産の概況    

＜普通作＞ 

○平年並みの収量だが品質不良であった水稲 

 早期水稲の田植は、4 月 20 日から始まり、田植後の気温が高く(b)、生育はおおむね順調でし

た。出穂期は平年より 5 日程度早くなり、梅雨明けはかなり遅く(d)なりましたが、その後も気温が高

く生育は良好でした。 

 普通期水稲は、梅雨明けが遅く多雨(h)・寡照(k)のため軟弱徒長気味の生育でしたが、梅雨明

け以降は高温・多照となり、出穂期は平年より 2 日程度早くなりました。 

 しかし、出穂後は日照不足となり台風による強風(e)の影響を受け、収量は 473kg/10a（作況指

数 98）と平年並みでしたが、「元気つくし」以外の品質は心白や充実不足により不良となりました。 

 病害虫は、ウンカ類、チョウ目、カメムシの被害は少なかったのですが、苗の段階からいもち病

が多発し、本田でも葉いもちが多発しました。 

 

○品質は良好だが単収が低い麦（平成 23 年播種） 

 播種作業は、11 月中旬から始まり 12 月下旬まで行われ、最盛期は 11 月下旬でした。11 月 18

～19 日の降雨で、一部出芽不良となったほ場がありました。播種後の 12 月中旬から 2 月下旬に

かけて、気温が平年に比べかなり低く(a)経過したことから、出芽の遅れ、茎葉の伸長・分げつが抑

制され生育が遅れました。2 月上旬～3 月上旬は、降雨が多く土壌が湿潤となり、麦踏み・土入れ

等の管理作業が不十分となり茎数は少ない状況でした。3 月以降気温の上昇に伴い生育は回復

傾向となりましたが、出穂期は、平年より 4～5 日程度遅くなり、成熟期については、平年より 2～3

日程度の遅れになりました。収穫作業は、天候に恵まれ、順調に進みました。収量は初期生育の

不良による穂数不足や湿害の影響で大麦は前年を下回ったものの、小麦は前年を上回りました

が、全体に単収が低い状況です。品質は大麦・小麦とも良好でした。 

 病害虫は、赤かび病の発生がみられましたが、ＤＯＮ（デオキシニバレノール）の問題はありませ

んでした。 

 雑草は、タデ類、キツネノボタン等の難防除雑草の増加が問題となっています。 

 

○単収が低い大豆 

 播種作業は、梅雨明けが 7 月 23 日と遅かった(d)ため、7 月下旬が最盛期で、8 月上旬まで行わ
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れました。播種後の出芽は、適度な土壌水分から順調でしたが、梅雨明け後の高温により乾燥の

激しいほ場では、発芽むらや生育不良がみられました。8 月以降高温で推移しており、開花期は

平年並みとなりました。成熟期は 11 月中旬で、収穫作業も併せて始まりましたが、断続的な降雨

により作業は 12 月下旬までかかり、単収は 108kg/10a と低収となりました。 

 病害虫の発生は全般的に少なくなりました。 

 しかし、ホソアオゲイトウ、ヒロハフウリンホウズキ、アサガオ類等の雑草発生が問題となっていま

す。 

 

＜野菜＞ 

○良苗育成により、頂果房の収量が向上したイチゴ 

 育苗前半は曇雨天日(k)が多く、生育遅延が見られましたが、梅雨前に採苗した苗は育苗期後

半の好天により生育の回復が早く、8mm 以上の良苗となりました。定植後、10 月の低温乾燥(i)、

11 月以降の低温(f)により、生育が大幅に遅れ、年内収量は減少したものの、頂果房の収量は増

加しました。 

 

○低温により冬期の出荷が減少したブロッコリー 

 育苗は、8 月の高温により一部発芽不良が見られました。8 月中旬から始まった定植は、降雨の

影響で一部植え遅れがありましたが、9 月後半以降は好天により順調に進みました。その後、10

月中旬まで乾燥(i)が続き、生育はやや抑制され、一部ホウ素欠乏症も見られました。出荷は 10月

上旬より始まり、11 月まで順調に進みました。12 月以降は気温が平年と比べて低温(f)に経過した

ため生育が遅れ、12月～1月は出荷量が減少しましたが、寒が緩みだした2月には徐々に増加し

ました。 

 

○天候に左右されたアスパラガス 

 春芽は、1～2 月の低温(a)等により保温開始後も地温が上がらず、萌芽が遅れたため、出荷始

めが遅れました。夏秋芽は、6 月は日照不足(k)ではあったものの順調に出荷が行われました。9

月に入り、台風接近によるハウスの閉め切りなどで病害が多発し、茎葉の激しい傷みを生じまし

た。10 月には茎葉の傷みは回復したものの収量は落ち込みました。 

 

＜花き＞ 

〇きびしい気象条件で苦労が多かったが、品種統一化で頑張ったキク 

 12～3 月の低日照(j)で穂の数が確保できず、摘心後も枝数が少ない状態でした。5 月の乾燥・

高温(b)で 8 月咲き品種が 7 月に開花してしまいました。6～7 月中旬の長雨(h)・低日照(k)で白さ

び病が多発しました。 

 収穫期のずれもあり、4～7 月の価格は暴落し非常に厳しい年でした。そのような中で JA 直鞍で

は、87 あった品種を 68 まで統一し優良品種を増やしたことで、単価を 107％まで向上できました。 

 

〇安定出荷となったトルコギキョウ 

 トルコギキョウは管内の 4 部会で生産されています。今年は 9 月中旬以降の低温と 10 月下旬か

らの日照不足の影響を受け、開花が遅れています。一方で近年問題となっている立枯れ病による
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被害は減少傾向にありました。 

 管内では計約 1,142 千本が出荷され、特に 4 部会の中でも、JA 直鞍で、共販出荷量の伸びが

著しく、前年比 119％（151 千本増）となりました。 

 

○品質が安定したシンテッポウユリ 

 生育初期のかん水・追肥が徹底して行われ、梅雨に十分な雨が降ったことで、順調に生育しま

した。豪雨(h)や台風(e)の被害が少し見られましたが、薬剤散布の徹底ができており、葉枯病の発

生を最小限に抑えることができました。 

 共販量は 172 千本(前年比 99.5％)とわずかに減少したものの、3～5 輪の割合が 84.1%（前年度

62.2%）に増加し、品質が向上しました。 

 

〇共販出荷量が大幅に伸びたケイトウ 

 JA福岡嘉穂嘉穂支所のケイトウ部会では新規生産者が 2名加わり、16名によりケイトウが生産さ

れました。本年度は 34.1 万本（前年度 19.8 万本）が出荷され、共販出荷量が大幅に増加しまし

た。この結果、県内生産量の 51％のシェアーを確保しました。 

 

＜果樹＞ 

○順調に出荷量が増えたイチジク 

 加温栽培の生育は、2 月の低温(a)・寡日照(j)により前年と比べ半旬程度の遅れとなりました。露

地栽培では、発芽直前の低温により、発芽期は前年より 3、4 日遅れましたが、4 月中旬～6 月上

旬の高温(b)により生育は前年並みに回復し、収穫開始も 8 月上中旬と前年並みとなりました。9

月 2 半旬～4 半旬にかけては、多雨・寡日照により腐敗果が多発したものの、出荷量は対前年比

146％と増加し、販売金額も対前年比 131％で過去最高となりました。 

 

○収量が平年並みに回復したブドウ 

 ブドウではどの作型においても、初期生育は平年並みで推移し、開花期の天候に恵まれ着粒

が良く、果粒肥大も平年並みであったため着果過多傾向となりました。着色は、加温栽培では良

好でしたが、無加温、トンネル栽培では着果過多と着色期の日照不足(k)により不良となりました。

加温栽培では収穫期の裂果、無加温以降は着色不良の問題はありましたが、ブドウの出荷量は

対前年比 158％と増加し、販売金額も対前年比 145％となりました。 

 

○冷蔵柿の出荷量を確保できたカキ 

 3 月中旬までの低温(a)により、発芽、展葉などの初期生育は前年より遅くなったが、4 月中旬以

降の気温上昇(b)により、満開期は前年より 5 日早くなりました。「富有」の含核数は前年よりやや少

なかったものの、結実は良好でした。果実の肥大は全般的に良好だったものの、摘果不足の園で

は、小玉果が多くなりました。カメムシは越冬虫数が多く、7 月下旬から 8 月上旬にかけて園地に

飛来し、吸汁被害が一部園地で発生しました。収穫期に一部地域での降雹や降霜が早くなった

ため、収穫量の減少が心配されましたが、カキの出荷量は対前年比 132％と増加し、販売金額は

対前年比 104％となりました。 
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○糖度高く高単価で販売できたナシ 

 開花期の天候が良く全般的に結実は良好でしたが、「幸水」で花芽が少なかった部分は、やや

着果不足となりました。果実肥大は、4～5 月の天候に恵まれ全体的には前年より良好でした。し

かし、「豊水」のうち結実が良好で摘果が遅れた樹では、やや小玉傾向となりました。また、「幸水」

では黒星病の後期感染、「豊水」では日焼け果の発生により出荷量が減少しました。収穫期は好

天に恵まれ果実品質としては、糖度が高く食味の良いナシとなりました。その結果、出荷量は対

前年比 88％と少なく、単価は対前年比 133％と高単価で推移しました。 

 

＜畜産＞ 

○県下一の頭数を誇る和牛繁殖 

 和牛繁殖雌牛の飼養頭数は、前年の 634 頭より微増の 656 頭で、昨年に引き続き県下一となり

ました。飼養農家戸数は前年の 25 戸より 1 戸減の 24 戸となりました。 

 生産された肥育素牛は、前年の佐賀県、熊本県の家畜市場に出荷されるとともに、一部は管内

の肥育牛農家に地域内流通しています。 

 

○自家育成による後継牛確保が進む酪農 

 飼養戸数は前年から 4 戸減少の 48 戸となり、飼養頭数も 2,111 頭から 2,023 頭に減少しました。

生乳出荷については、昨年実績約 11,761 トンに対し、今年目標はほぼ横ばいの約 11,600 トンと

しながらも減産が継続しています。 

 生産基盤の強化を図るため、自家育成による後継牛確保への意識が高まっています。雌雄判

別精液および深部注入用カテーテルといった新技術の導入により、計画的な自家育成牛の確保

が進められています。 
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図１ 就農支援プログラム概要 

２２２２    普及活動の主な成果普及活動の主な成果普及活動の主な成果普及活動の主な成果    

    （１）（１）（１）（１）地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の確保・確保・確保・確保・育成を目指して育成を目指して育成を目指して育成を目指してⅠⅠⅠⅠ    

～将来の担い手へアプローチ～ 

 

飯塚地域担い手育成部会は、将来の担い手候補である農業関係高校生や県農業大学生に

対し、農業セミナーや就農相談等を行い、高校生には農業の魅力発見を、農大生には就農への

誘導を推進しました。その結果、平成 24 年度は農業関係の大学への進学 12 名、就農準備を開

始した農家研修生等４名、新規就農者 11 名を確保しました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

  地域を担う新しい農業者を確保するには、将来の担い手候補に対して積極的にアプローチ

し、担い手候補がスムーズに就農を目指すことできるような支援が必要です。 

このため、市町村、JA 等の関係機関で構成する飯塚地域担い手・産地育成総合支援協議会

担い手育成部会（以下：飯塚地域担い手育成部会）では、就農支援プログラム概要（図１）に従っ

て農業関係高校から農業関係大学への進学、就農推進へ向けた活動に取り組みました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況 

鞍手竜徳高校・、嘉穂総合高校高校生□20 名 

福岡県農業大学校学生□□□□□   13 名  (養成科 11 名 研修科２名) 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果        

  セミナー参加高校生 20 名の 90％が農業への

関心の高まりを示しました(写真１)。また、農大等

農業関係校を進路として 12 名が選びました。 

 県農大 1 年生４名が農家留学研修に参加し、

就農に対する意欲を高めました。また、本年卒業

予定の農大生のうち、４名が飯塚地域での就農・

就業を希望しています。新規就農者は前年の６

名から 11 名と大幅に増えました。  

 

 

 

 

 

 

○○○○今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み        

今後も、関係機関との連携を強化し、担い手確保に向けた取り組みを推進していきます。 

写真１ 高校生セミナー 

 

・先進農家現地セミナ- 

・農大進学推進 

・実績発表大会 

 

・農家留学研修 

・個別就農相談 

・実績発表大会 

・新規就農者つどい 

・営農基礎講座 

・先進農家視察 

・個別相談 

農業関係高校 農業大学校 就農１～３年目 
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表１ 主な部門別就農定着数 

写真１ 営農基礎講座 「農業ビジョンを語ろう」 

表２ 市町村別青年就農給付金事業申請者数 

単位：名 

単位：名 

    （２）（２）（２）（２）地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の地域を担う新しい農業者の確保・確保・確保・確保・育成を目指して育成を目指して育成を目指して育成を目指してⅡⅡⅡⅡ    

～新規就農者の就農定着支援～ 

 

飯塚地域担い手育成部会は、新規就農希望者および就農 1～4 年目の農業者を対象に、部

門別営農基礎講座や現地研修会等を開催するとともに、平成 24 年度から実施された『青年就農

給付金制度』の活用を通して、新たに青年農業者 19 名の独自の経営開始、17 名の就農定着を

支援しました。 

 

○背○背○背○背    景景景景        

新規就農者が農業者として確実に定着するためには、早期の技術習得や地域ネットワークづく 

りが重要で、特に自立経営を開始した場合、経営が安定するまでの支援が必要となります。 

平成24年度から実施されている『福岡県青年給付金事業（開始型）』は、『人・農地プラン』に位

置付けられている 45 歳未満の独立・自営就農者に年間 150 万円を給付（就農 5 年以内）する仕

組みにより、担い手の育成・確保を目指す制度です。 

このため、飯塚地域担い手育成部会では、新規就農支援プログラムの実践と『青年就農給付

金事業』活用を希望する対象者に支援するなどして新規就農者の経営自立へ向けた活動に取り

組みました。 

    

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

 新規就農者 35 名(Ｈ21 年度～Ｈ24 年度) 

 

○○○○活動活動活動活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

営農基礎講座（写真 1）12 回（共通 2 回、部門別 9

回）に延べ67名参加し、専門技術の習得と地域ネット

ワークづくりにより、17 名が就農定着しました（表１）。 

また、経営計画策定支援等により、19 名の農業者

が青年就農給付金事業を申請し、新たに自立経営を

開始しました（表２）。 

    

 

 

 

                          

市  町 名 直方市 飯塚市 宮若市 嘉麻市 小竹町 桂川町 計 

事業申請者数 4 4 2 4 2 3 19 

 

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

 新規参入者に対する支援プログラムを実践し、関係機関が連携し新規就農者の確保・育成を

推進していきます。 

部  門 名 水 田 野 菜 花 き 果 樹 畜 産 計 

就農定着者数 2 6 4 4 1 17 
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 （（（（３３３３））））認定農業者の経営改善支援認定農業者の経営改善支援認定農業者の経営改善支援認定農業者の経営改善支援    

     ～雇用型経営の育成～ 

 

 普及指導センターは、雇用導入に関心がある認定農業者を重点支援農家として位置づけ、カウ

ンセリング・コンサルテーションを通じて技術・経営について改善を支援しました。 

その結果、平成 22～24 年度に、新たに常時雇用を導入した農家が 10 戸増え、平成 22 年度ま

での 61 戸と合わせて、計 71 戸の雇用型経営体を育成しました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

認定農業者の更新（中間）相談会の場や日々の巡回指導時に、「経営規模の拡大等を計画し

ている農業者は労働力を増やしたい」、一方、「家族の高齢化等で労働力が減少する農業者は

経営縮小を心配している」など、労働力の確保が課題であることが明らかになりました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

認定農業者 316 戸（平成 24 年３月末現在） うち、園芸関係農業者 189 戸（59.8％） 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

平成 22 年度から、雇用導入に関心がある認定農業者を重点支援農家（20 戸）として選定し、カ

ウンセリング・コンサルテーションを通じて３年間継続して技術・経営の改善を支援しました。 

この重点支援農家は園芸関係が大半を占め、特に管内の特徴である野菜（イチゴ）＋花き（ト

ルコギキョウ）が 3 戸、米麦大豆＋園芸が 7 戸など複合経営が多く含まれています。 

普及指導センター内に経営体育成推進班を設け、対象農家には経営専門の地域係員と 5 部

門の技術専門の係員がセットで担当し支援しました。 

カウンセリングでは、生産面・経営面の現状から課題や問題点を整理し、コンサルテーションで

は、目標達成に向け、労働・経営シミュレーション等を使いながら具体的な改善提案を行いまし

た。また、実際に常時雇用を導入するきっかけとして、『人材確保支援事業』や『農の雇用事業』な

どの活用を推進しました。 

 その結果、平成 22～24 年度に、新たに常時雇用を導入した農業者が 10 戸増え、平成 21 年度

までの 61 戸と合わせて計 71 戸の雇用型経営体を育成しました（図１）。 

 

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

雇用型経営は「元気な担い手、もうかる農

業」のモデルとして期待されます。普及指導

センターは平成 28 年度までに 80 戸の雇用

型経営体を育成する目標を設定していま

す。（図１） 

このため、平成 25 年度からは新たに重点

支援農家を選定し、支援を行います。 

　　　　○重点支援農家を選定○重点支援農家を選定○重点支援農家を選定○重点支援農家を選定

　○カウンセリング・コンサルテーション　○カウンセリング・コンサルテーション　○カウンセリング・コンサルテーション　○カウンセリング・コンサルテーション
　　による技術・経営指導　　による技術・経営指導　　による技術・経営指導　　による技術・経営指導

雇　用　型　経　営　の　育　成雇　用　型　経　営　の　育　成雇　用　型　経　営　の　育　成雇　用　型　経　営　の　育　成
※常時雇用（７ヶ月以上の雇用）がいる経営体

６１戸６１戸６１戸６１戸
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 （（（（４４４４））））水田農業の持続的発展のための個別・組織経営体の法人化支援水田農業の持続的発展のための個別・組織経営体の法人化支援水田農業の持続的発展のための個別・組織経営体の法人化支援水田農業の持続的発展のための個別・組織経営体の法人化支援    
     ～稲作を中心とした法人経営体の育成～ 
 

飯塚地域担い手育成部会は、稲作を中心とした個別大規模農家や集落営農組織を対象とし

た『水田農業経営力強化事業（県単独新規事業）』を活用し、法人化を目標に経営基盤強化の支

援を行いました。その結果、新たに個別大規模農家で 4 戸、集落営農組織で 2 組織が法人化し、

今後とも法人数の増加が期待されます。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

水田農業の担い手の高齢化が進行する中、水田農業の持続的発展のためには、稲作を経営

の中心とした個別大規模農家や集落営農組織の育成と、永続的な経営のため法人化が必要で

す。そこで、平成 23 年度から県単事業『水田農業経営力強化事業』を活用し、研修会の開催や

専門家の派遣等により、経営改善と法人化に向けた取り組みを強化しました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況 

個別大規模農家  180 戸（水田面積 4ha 以上の農家） 

集落営農組織   53 組織（うち 農事組合法人 9、特定農業団体に準ずる組織 14） 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

平成 23 年度から、県外の先進経営体の講演や関連事業の説明などの経営改善・法人化に向

けた研修会等の開催により、法人化を推進するとともに、経営改善のための新規品目（新規需要

米、園芸作物等）の提案等も行いました（写真 1、2）。 

法人化の意向をもった農家や組織に対し、福岡県農業経営アドバイザーの派遣を行い、具体

的な経営方向の助言や法人化への道筋の提案を行いました（写真 3）。 

 その結果、平成 23、24 年度の 2 か年間に、新たに 4 戸の個別大規模農家、2 つの集落営農組

織が法人化しました。 

    

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み 

今後も、研修会や専門家の派遣を活用して、個別大規模農家や集落営農組織の法人化を推

進していきます。 

写真２ 個別大規模経営者交流研修大会

（H24.12. 7） 

写真１ 集落営農組織交流研修大会

（H24.1.25） 

写真３ 福岡県農業経営ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣 

 集落営農組織法人化検討 
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    （（（（５５５５））））『『『『環境保全型農業直接支援対策環境保全型農業直接支援対策環境保全型農業直接支援対策環境保全型農業直接支援対策』』』』を活用した、水稲での環境保全を活用した、水稲での環境保全を活用した、水稲での環境保全を活用した、水稲での環境保全

型農業型農業型農業型農業の推進の推進の推進の推進    
～水稲での取り組み面積増加に伴い、エコファーマー認定者も増加～    

 

普及指導センターは市町等関係機関と連携して、水稲での福岡県減農薬・減化学肥料栽培認

証者を中心に、集落座談会や部会の研修会・講習会等で、環境保全型農業直接支援対策（レン

ゲやナタネあとの水稲減・減栽培への助成）について推進を行い、管内の取り組み面積は 77ha と

なり（県全体の約 25％）、エコファーマーも新たに 64 名が認定されました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

農業分野において、地球温暖化防止や生物多様性保全に積極的に貢献していくため、より環

境保全に効果の高い営農活動（レンゲやナタネあとの水稲減農薬・減化学肥料栽培）の普及推

進を図る必要から、平成 23 年度より国の『環境保全型農業直接支援対策』が実施されています。 

管内では、水稲での福岡県減農薬・減化学肥料栽培認証者が多いことから、この対策を活用

するための推進・支援を行いました。 
 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況 

水稲での福岡県減農薬・減化学肥料栽培認証者 750 戸（延べ）、認証面積 655ha 
 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

平成23年度から、水稲での福岡県減農薬・減化学肥料栽培認証者を対象に、市町・県関係機

関と連携し、集落座談会や部会の研修会・講習会等で、国の『環境保全型農業直接支援対策』を

活用して、水稲前作のレンゲやナタネの播種や、エコファーマー認定の推進・支援を行いました。 

 その結果、平成24年度には、管内での取り組み面積は77ｈａと広がり（図1）、福岡県全体の取り

組み面積の約 25％を占め、さらに、平成 23～24 年度で、エコファーマーも新たに 64 名が認定さ

れました（図２）。 

    

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み 

平成 25 年度からは、レンゲやナタネあとに加え、堆肥施用あとの水稲減・減栽培も対象となる

予定なので、更なる取り組み面積の拡大に向け、推進していきます。 

47474747

0000 0000
9999

55555555

92929292 92929292 92929292
101101101101

123123123123

0000

20202020

40404040

60606060

80808080

100100100100

120120120120

140140140140

Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１ Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２ Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３ Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４

年　度年　度年　度年　度

戸戸戸戸
数数数数

新規認定者数新規認定者数新規認定者数新規認定者数 認定者総数認定者総数認定者総数認定者総数

4444

77777777

0000

20202020

40404040

60606060

80808080

Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３ Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４
年　度年　度年　度年　度

面
　

積
 （

h
a
）

面
　

積
 （

h
a
）

面
　

積
 （

h
a
）

面
　

積
 （

h
a
）

図２ 管内の水稲でのエコファーマー認定者数 図１ 管内の水稲での環境保全型農業直接支援

対策取り組み面積 
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図１　イチゴ苗の大きさ（クラウン径）
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    （（（（６６６６））））早期作型に適したイチゴ苗づくり早期作型に適したイチゴ苗づくり早期作型に適したイチゴ苗づくり早期作型に適したイチゴ苗づくり    

     ～適期作業による良苗生産と年内収量の向上～ 

 

イチゴの早期作型に適した苗づくりのため、講習会や個別巡回指導、栽培管理情報の発信を

行いました。その結果、8 月上旬の調査で、クラウン径 8mm 以上の良苗の割合が管内平均で 57

％となり、前年度と比べ 3％増加しました。また、病害虫防除の徹底ができたことから、平成 24 年

産は健全な苗を生産することができ、年内金額を前年比 115%と高めることができました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

イチゴ「あまおう」への品種更新に伴い、花芽分化が遅いこと、早期作型では２番花房分化が遅

れやすいことから、徐々に苗の切り離し時期が遅く、普通ポット作型の割合が高くなっていました。

このため、年内の高単価時期の出荷が少なく、総収量も県平均と比べて少なくなっていました。 

年内収量及び総収量の向上による所得向上を目標に定め、早期作型の作付割合を高めるた

め、育苗開始を早くする取り組みを推進しました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

ＪＡ直鞍イチゴ部会員□□□□ 27 戸 6.6ha 

ＪＡふくおか嘉穂イチゴ部会員□49 戸 8.1ha 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

ＪＡふくおか嘉穂、直鞍イチゴ部会員に対して、苗づくりのための講習会や個別現地巡回指導、

栽培管理情報の発信を行ない良苗育成を支援しました。その結果、平成 24 年産では良苗（クラウ

ン径 8mm 以上）の割合が、管内平均で 57%と平成 23 年産と比較して 3％増加しました（図１）。ま

た、病害虫防除を徹底できたことから、健全な苗を生産することができました。 

早期作型に適した良苗を生産することができ、低温年に関わらず、出荷量の落ち込みが少な

く、年内金額が前年の 115％となりました（表１）。 

 

 

    面面面面    

積積積積    

戸戸戸戸    

数数数数    

平均平均平均平均    

面積面積面積面積    

年内年内年内年内    

数量数量数量数量    

年内年内年内年内    

金額金額金額金額    

早期早期早期早期    

作型作型作型作型    

県全体 97 98 100 69 85 45 

管内２JA 99 97 102 86 115 45 

注）数値は前年比％、早期作型は 9 月 18 日まで 

  の定植で、H24 年度の割合％  

                                 

○○○○今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    

年内収量の安定性を高めるため、さらに大苗（クラウン径 10mm 以上）育成を推進します。次年

度の親株管理、育苗管理が適切に行えるよう、指導を徹底していきます。    

表１ 管内イチゴの平成 24 年度年内実績 

凡例） 
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写真１ 現地研修会の様子 

表 1 宮若市営農講座開催スケジュール 

 （（（（７７７７））））直売所への出荷拡大に向けた営農講座の開催直売所への出荷拡大に向けた営農講座の開催直売所への出荷拡大に向けた営農講座の開催直売所への出荷拡大に向けた営農講座の開催    

     ～元気な担い手を確保して直鞍農産物の販売力アップ～ 

 

直鞍農産物の直販拡大推進会議は、宮若市内で直販用野菜等の生産・出荷予定者を対象

に、営農講座、現地視察研修を行いました。 

営農講座では、土づくり、肥料、農薬等基礎と、野菜等の各論、現地研修会では直売所、イン

ショップ出荷用生産ほ場、早出し出荷のほ場視察を行い、毎回 30 名以上の参加が、営農基礎の

理解を深め、トンネルを利用した早出しタマネギの試作も始まりました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

直鞍地域は、直売所やＪＡインショップによる直売が盛んに行われています。しかし、高齢化に

より直売所出荷者や出荷量が減少してきており、新規生産者の確保が課題となっています。 

新規生産者確保のため、直販拡大推進会議（普及指導センター、JA 直鞍、宮若市）を組織し、 

直販を考えている方を対象に作物を栽培するにあたって必要な基礎的な土づくり等の営農講座

を開催しました。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

宮若市内で野菜等栽培を始める、もしくは始めたばかりの方を対象に、市広報誌、ＪＡだよりを

通じて募集し、営農講座の受講を希望した方 43 名。 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

講座の内容は、表 1 のように、座学は栽培技術の基礎を中心に、現地視察研修は直売所出荷

中心ほ場、インショップ中心ほ場、トンネル資材を利用した早出し出荷ほ場 3 か所で行いました。 

現地視察では、栽培者から播種時期、組合せ品目などの話と、「栽培のコツ」の情報交換が盛

んに行われました。参加者と栽培者との面識が出来たことで、今後の情報交換も期待できます。

講座には、毎回、30 名以上の参加があり、早出しタマネギ栽培の試作が始まるなど、直売所や産

直部会への出荷者や出荷品目、出荷量の増加が期待されます。(写真 1) 

 

 

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

  今後は、各品目別の講座や生産者のレベルアップのための講座を行う予定です。 

回 開催月 内　　　　　　　　　　容
第１回 ６月 ○土づくり、作物を栽培するための基本

第２回 ７月
○キャベツ、ブロッコリーなどの苗作り
○肥料について

第３回 ９月
○葉菜類の栽培
○農薬について
○花き栽培について

第４回 １０月 ○現地研修会(野菜ほ場)

第５回 １月
○春まき野菜の栽培管理
○果樹苗木の植え付けと管理

第６回 ２月 ○現地研修会(野菜ほ場)
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    （（（（８８８８））））ケイトウ共販出荷量が大幅に増加！！ケイトウ共販出荷量が大幅に増加！！ケイトウ共販出荷量が大幅に増加！！ケイトウ共販出荷量が大幅に増加！！    

～県内生産量の51％を確保～ 

 

普及指導センターは、JAふくおか嘉穂嘉穂支所管内のケイトウの収量向上を図るため、適

期定植や初期管理および病害虫対策を支援しました。また、JAと連携し、栽培講習会や個

別相談会により、新規作付者を募りました。これらの結果、共販出荷量が大幅に増加し、県

内生産量の51％のシェアーを確保しました。 

  

○背○背○背○背    景景景景 

 嘉麻市では、主にイチゴなど野菜を栽培している生産者を中心に、夏期の補完品目として

ケイトウが栽培されています。ケイトウは盆の仏花として需要が多いため、短期間に安定した

量を供給することが重要となります。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況 

 JA ふくおか嘉穂 嘉穂支所蔬菜部会花卉共販グループ ケイトウ部会 16 名 83a 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び成果内容及び成果内容及び成果内容及び成果 

 需要期を過ぎると単価が低下するため、8 月の盆前に出荷することが重要となります。適期定植

を重点的に推奨するとともに、雨水に頼らず必要に応じて潅水を推進しました。また、例年、蛾類

の被害が多いため現地検討会や巡回指導を通して、初期防除の徹底を図りました。これらの取り

組みにより、規格外品が減少し、大幅な共販出荷量の拡大につながり（図 1）、県内生産量を 38%

から 51％にシェアーを高めました。 

 さらに、JA と連携し、栽培講習会や個別相談会により、新規作付者を募り、今年は新たに 2 名の

生産者が加わり、イチゴ支部 14 名のうち 7 名がケイトウを作付しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

 高品質で定量出荷できる産地を目指します。今後は、肥料分の少ない適地選定、赤色（写真 1）

に加え橙色、桃色、黄色など新品種の作付け、7 月の盆、9 月の彼岸出しなど作型開発など新た

な取り組みを強化します。 

図１ ケイトウ共販数量および作付面積 写真１ 主要品種の赤色ケイトウ 
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表１ 生育時期に応じた管理のポイント 
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    （９）（９）（９）（９）秋出しトルコギキョウ産地が秋出しトルコギキョウ産地が秋出しトルコギキョウ産地が秋出しトルコギキョウ産地がついに共販数量ついに共販数量ついに共販数量ついに共販数量 20202020 万本突破！万本突破！万本突破！万本突破！    

～様々な課題を克服して、ここ十数年で最高の成績～ 

 

普及指導センターは JA 直鞍直方花き共販組合員を対象に、各生産者の収穫率向上を目的

に、育苗管理、定植時期、生育初期の管理、整枝方法などの改善を重点的に支援しました。その

結果、平成 24 年度の秋出しトルコギキョウの共販実績は組合目標の 20 万本を突破し、ここ十数

年で最高の成績となりました。 

 

○背○背○背○背    景景景景    

直方花き共販組合の多くはイチゴを経営の主幹品目とする生産者で、トルコギキョウは複合品

目の一つとして作付されています。秋のブライダル需要をターゲットととし、主に 11 月に出荷する

作型を選択しています。ここ数年、JA と連携して、栽培時期ごとに問題点を洗い出し、解決策を

定着させ、共販数量を向上させる取り組みを行ってきました。 

    

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況 

JA 直鞍直方花き共販組合      4 戸 

   

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果        

 普及指導センターは、各生産者の収穫率向上による共販数量拡大を図りました。具体的には、

定植時期の前進化や育苗管理の見直しを行いました。さらに、栽培時期ごとに問題点を洗い出

し、解決策を定着させました（表１）。これらを実施するにつれて、栽培技術の向上と営農意欲が

高まりました。その結果、平成 24 年度の秋出しトルコギキョウの共販実績は組合で目標としてきた

20 万本を突破し、ここ十数年で最高の成績となりました（図１）。秋出しトルコギキョウはイチゴを経

営の主幹品目とする生産者の経営において重要な複合品目として定着しました。 

  

                                                                         

    

○○○○今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み        

 市場と連携し、品種構成などのニーズを正確に把握するとともに秋出しトルコギキョウ産地の中

で、高品質で定量出荷でき、最も期待される産地を目指します。 

時 期  要     点 

作付前 暖房経費節減のため、定植時期を前進化し適期定植 

育苗期 夜冷育苗に加え、昼間の冷房による良質苗生産 

定植前 畝立て陽熱処理導入による雑草防除 

生育初期 初期の潅水、追肥管理により株を充実して品質向上 

生育中期 早期の無駄枝、芽整理による品質向上 

収穫期 潅水・加温管理による灰色かび病防除によりロス削減 

図１ トルコギキョウ共販数量と面積 

(万本） （a） 
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写真１ 導入されたイチジク光殺菌装置 図１ 管内の「とよみつひめ」の栽培面積 

 （（（（１０１０１０１０））））「とよみつひめ」産地拡大と経営安定「とよみつひめ」産地拡大と経営安定「とよみつひめ」産地拡大と経営安定「とよみつひめ」産地拡大と経営安定    

     ～面積拡大と収量・品質アップ～ 

 

普及指導センターは JA と連携し、新規栽培者講習会の開催や既存栽培者への個別巡回指導

により、イチジク「とよみつひめ」の栽培面積が6.8haまで拡大しました。また、JAふくおか嘉穂いち

じく部会には光殺菌装置が導入され、より高品質な「とよみつひめ」を消費者に届けることができる

ようになり、輸送費も軽減されました。 

 

○○○○背背背背    景景景景    

イチジク「とよみつひめ」は、平成 18 年の導入開始から順調に拡大してきており、平成 23 年度

には栽培面積 6.2ha、栽培者数 49 名になりました。しかし、さらに市場競争力を高めて産地の強

化を図るためには、より一層の面積拡大と高品質果実生産が求められています。 

 

○対象概況○対象概況○対象概況○対象概況    

JA 直鞍いちじく部会員      17 戸 1.6ha 

JA ふくおか嘉穂いちじく部会員 32 戸 4.6ha 

 

○活動○活動○活動○活動内容及び内容及び内容及び内容及び成果成果成果成果    

新規栽培希望者説明会や既存栽培者に個別巡回指導を行った結果、管内の栽培面積は

6.8ha まで拡大しました（図 1）。また、新規栽培者と既存栽培者の講習会を別々に開催し、植え付

け方法や枝管理を濃密に指導したところ、出荷量が大幅に増加し平成 21 年度の 4.4 倍となりまし

た。 

本年度、JA ふくおか嘉穂いちじく部会にイチジクの日持ちを良くする光殺菌装置が導入されま 

した（写真 1）。普及指導センターは、装置の効果を、輸送試験のデータを用いて部会に説明しま

した。導入後、東京へのエア便が陸送に切り替わったことで、輸送費が軽減されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

  イチジク栽培は降雨の影響を受けやすく、裂果やショウジョウバエが多発し、収量が減少しま

す。そこで、施設化とシートマルチ栽培を推進し、雨に強いイチジク栽培を確立していきます。 
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図１ 水稲育苗箱内の配置 

図２ 新技術を導入した飼料用米の面積と収量 

（ＪＡふくおか嘉穂管内） 

写真１ 専用肥料（苗箱まかせ）を入れた苗 

（白い粒が、専用肥料「苗箱まかせ」） 

図１ 糖度の推移（デジタル糖度計） 

写真１ 果房重 611g の房 
凡例）10a 換算収量 1 区：1580kg、 

      2 区：1710kg、3 区：2150kg 

    （１１）（１１）（１１）（１１）注目の新品種・新技術の紹介注目の新品種・新技術の紹介注目の新品種・新技術の紹介注目の新品種・新技術の紹介    

（１）（１）（１）（１）「「「「飼料用米における水稲育苗箱全量施肥法の普及拡大飼料用米における水稲育苗箱全量施肥法の普及拡大飼料用米における水稲育苗箱全量施肥法の普及拡大飼料用米における水稲育苗箱全量施肥法の普及拡大」」」」     

    

○○○○要約要約要約要約    

多肥が必要な、飼料用米品種「ミズホチカラ」の栽培

において、施肥労力を大幅に削減でき、低コスト化も図

れる、水稲育苗箱全量施肥法の導入・普及推進を行い

ました。専用肥料を水稲育苗箱の中に入れて育苗し、肥

料ごと田植えするため、ほ場への施肥が不要となりま

す。10ａ当たり 18 箱植え付け(坪 60 株植え)で計算する

と、１箱当たり専用肥料（「苗箱まかせ」）を箱の底に 1.2

㎏入れ、その上に床土、種籾、覆土という順で、育苗しま

す（図 1、写真 1）。苗の生育・苗質等に問題はなく、展示

ほの収量は、慣行の 105%と安定しました。この技術の普 

及推進により、導入した農家や営農組織で、面積が

増え、平均収量も全体よりも多くなりました（図 2）。 

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

 今後も、飼料用米作付け農家・営農組織 

に対し、当技術の普及拡大を図ります。    

 

（２）（２）（２）（２）「「「「ブドウ｢シャインマスカット｣の適正結果量の指標づくりブドウ｢シャインマスカット｣の適正結果量の指標づくりブドウ｢シャインマスカット｣の適正結果量の指標づくりブドウ｢シャインマスカット｣の適正結果量の指標づくり」」」」    

○○○○要約要約要約要約    

 普及指導センターは、宮

若市のブドウ栽培園地で

｢シャインマスカット｣の着果

量の違いによる果実品質

（糖度、酸度）の違いをフル

ーツセレクター、デジタル糖

度計、アシライザーを使っ

て調査しました。その結果、

着果量が多くなると、食味

（糖度）が低下することが明ら 

かになりました。観光や直売で販売される 600g 程度で食味のよい房に仕上げる場合、10a 当たり

1,600kg 程度を収量目標にすることが適正と考えられました (図 1、写真 1)。 

○○○○今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み    

「シャインマスカット」は青系品種で、全国的に導入が進んでおり、管内でも増加傾向です。なら

せ過ぎると食味低下を招き消費者の信用を失う心配があります。消費者においしい｢シャインマス

カット｣を提供するために、この指標を生産者に紹介していきます。 
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図１ 深部注入器の構造 図２ 選別精液と通常精液の注入部位 

図１ 検査チャート 

（（（（３３３３））））「「「「牛深部注入用カテーテルを用いた性選別精液授精の普及牛深部注入用カテーテルを用いた性選別精液授精の普及牛深部注入用カテーテルを用いた性選別精液授精の普及牛深部注入用カテーテルを用いた性選別精液授精の普及」」」」    

     

○○○○要約要約要約要約    

通常の人工授精用精液と比較して受胎率が劣るが、90％の確率で雌が生産される性選別精

液の授精に際して、受胎率の向上が見込める牛深部注入用カテーテルの利用を進め、酪農で効

率のよい後継雌牛の自家生産の可能性が期待されています（図 1、図 2）。本年度は 6 戸で取り組

みが進んでいます。 

 

    

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

『新技術導入広域推進事業（国庫事業）』を活用し、管内酪農家における実証展示を行い、当

技術の普及推進を図ります。 

    

    

（４（４（４（４）「）「）「）「牛乳房炎の牛乳房炎の牛乳房炎の牛乳房炎の早期診断・治療法の普及早期診断・治療法の普及早期診断・治療法の普及早期診断・治療法の普及」」」」    

        

○○○○要約要約要約要約    

分娩予定日 7～10日前の乾乳牛から採取した乳汁を福岡農総試が開発した検査チャートとＰＬ

テスタにより乳房炎診断し、早期に乳房炎罹患分房を特定・治療することで分娩後の高乳量期の

廃棄乳が減少し、所得ロスを低減できます。現在、5 戸で実証展示を行っています（図 1）。 

 

○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み○今後の取り組み    

県酪農協支所と連 

携し、実証展示結果 

を活用し、管内農家 

への広範な普及を推 

進します。 
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    （１２）各種表彰（国・県）（１２）各種表彰（国・県）（１２）各種表彰（国・県）（１２）各種表彰（国・県）    

 

    

飯塚市飯塚市飯塚市飯塚市    奥野美代子氏奥野美代子氏奥野美代子氏奥野美代子氏  

    
女性農業者の男女共同参画推進活動が評価女性農業者の男女共同参画推進活動が評価女性農業者の男女共同参画推進活動が評価女性農業者の男女共同参画推進活動が評価    

－－－－    「女性のチャレンジ賞」「女性のチャレンジ賞」「女性のチャレンジ賞」「女性のチャレンジ賞」受賞受賞受賞受賞    －－－－ 

  

昨年 6 月 22 日、総理官邸において内閣府男女共同参画大臣が表彰する「平成 24 年

度女性のチャレンジ賞」を、飯塚市の奥野美代子さんが受賞されました。 

 当表彰は、起業、ＮＰＯ法人等での活動、地域活動等にチャレンジすることで輝いてい

る女性や女性団体・グループを顕彰し、身近なモデルを示すことによって男女共同参画

社会実現のための機運を高めることを目的に実施されています。 

 奥野さんは、女性農業者による「元気な筑豊を目指す農業女性の会」を発足させ、地元

市町やＪＡ等各機関に農業委員等への女性登用を働きかけるなどの活動を行いつつ、地

域で農業分野における女性の経営参画を推進し、県認定農業者組織協議会の女性部会

を設立、会長となるなどネットワークの構築にも尽力されたことが高く評価されました。 

 また、栄誉ある表彰を讃えて、福岡嘉穂農業協同組合の大塚組合長が代表発起人とな

り、12 月 9 日に女性農村アドバイザーＯＢや指導農業士、県認定農業者協議会、ＪＡ女性

部など 222 人の出席による盛大な祝賀会が行われました。 

 奥野さんは「今後も、この受賞を糧として、女性農業者が明るく元気で能力を発揮できる

社会づくりに、より一層尽力したい。」とおっしゃっています。 

普及指導センターも、女性農業者の経営参画や社会参画の促進等に対する活動支援

を行って参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞された奥野さん 海老井副知事と奥野さん 
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嘉麻市嘉麻市嘉麻市嘉麻市    小山花園小山花園小山花園小山花園     

10101010 年に１度の世界最大の花の祭典『フロリアード年に１度の世界最大の花の祭典『フロリアード年に１度の世界最大の花の祭典『フロリアード年に１度の世界最大の花の祭典『フロリアード 2012201220122012』』』』    

－－－－    世界の品種コンテストで世界の品種コンテストで世界の品種コンテストで世界の品種コンテストで『フロリアード賞』を『フロリアード賞』を『フロリアード賞』を『フロリアード賞』を受賞！受賞！受賞！受賞！    －－－－    

    

嘉麻市の小山花園で栽培されているスカビオサが、フロリアード 2012 の品種コンテスト『春の切

花部門』においてフロリアード賞を受賞しました（受賞品種名：ロココスカーレット）。 

『フロリアード』とは、オランダで10年に 1度開催される花の国際園芸博覧会のことで、世界最

大の花の祭典です。世界中の花が集まることから『花のオリンピ

ック』とも言われています。1960 年にロッテルダムで第 1 回目が

開催され、今回で 6 回目となり、『自然と調和する人生』をテーマ

に、平成 24 年 4 月 5 日から 10 月 7 日まで開催されました。 

期間中には公式な品種コンテストが開催されました。出品はオ

ランダのみならず世界中からあり、日本からは生産者や種苗メー

カー等からの出品がありました。小山花園は 10 年程前からスカビ

オサを栽培しています。育種では花色や花型だけでなく、花持ち

やステムの硬さなど花屋の使いやすさも重要な要素としています。今後も新たな品種の出荷が期

待されており、普及指導センターも支援を行って参ります。 

 

    

飯塚市飯塚市飯塚市飯塚市    宮崎重治宮崎重治宮崎重治宮崎重治    氏氏氏氏     

農業後継者・新規就農者の農業後継者・新規就農者の農業後継者・新規就農者の農業後継者・新規就農者の育成・確保に貢献育成・確保に貢献育成・確保に貢献育成・確保に貢献 

－－－－    福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰福岡県農業指導功労者表彰を受賞を受賞を受賞を受賞    －－－－    

 長年にわたって農業青年の確保 ・育成に熱心 

に取り組み、福岡県農業の持続的発展に大きく 

貢献した農業指導者の功績を讃える表彰を、指導 

農業士・宮崎重治さんが受賞されました。 

 昭和 61 年から数多くの農業研修生を受け入れら 

れると共に、良き相談者として幅広い人材育成を行 

ってこられた宮崎さん。 

 「この賞をいただけたのは、研修生の生活を支え 

てくれた妻の努力があったからこそ。」と感謝の気持 

ちが、地道な農業青年の育成確保活動を続けてこ 

られた秘訣だと思います。 

 普及指導センターは、農業士の方々と共に、今後も農業後継者や新規就農者の育成確保に向

けた支援を行って参ります。 

宮 崎 重 治 氏 

ロココスカーレット 
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各種表彰（国・県）各種表彰（国・県）各種表彰（国・県）各種表彰（国・県）    一覧一覧一覧一覧        （（（（１月～１２月１月～１２月１月～１２月１月～１２月 ））））    

 

表彰事業名 受賞者・組織 受賞内容 市町名 

内閣府 

 女性チャレンジ賞 

奥野 美代子  飯塚市 

 

フロリア－ド 2012 

   特別賞 

小山 修一 

 

フロリア－ド賞 

（春の切花部門） 

 

嘉麻市 

 

福 岡 県 農 業 指 導 功 労 者

表彰 

宮崎 重治  飯塚市 

 

第４８回肉畜共進会 

 

 

武田 英文 金賞 

（交雑種の部） 

 

田川市 

 

平成２４年度福岡県女性

農業者起業化フォ－ラム 

長野 路代 優秀賞 

 

 

飯塚市 

 

福 岡 県 大 豆 作 経 営 改 善

共進会 

筑穂町農作業受託組合 県米・麦・大豆づくり協

議 会 会 長 賞  奨 励 賞

（集団の部） 

飯塚市 
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３３３３    普 及 活 動普 及 活 動普 及 活 動普 及 活 動     

（１）（１）（１）（１）普 及 指 導 センターの普 及 指 導 センターの普 及 指 導 センターの普 及 指 導 センターの活 動 体 制活 動 体 制活 動 体 制活 動 体 制     

ア 課 係 体 制  

 

 

 

 

    

    

イ 班 活 動 の体 制  

（ア） プロジェクト班   

嘉 穂 園 芸 農 業 振 興 推 進 班 、直 鞍 農 産 物 直 販 拡 大 推 進 班  

(イ) センター内 運 営 事 項 による分 掌 （推 進 班 ） 

水 田 農 業 経 営 力 強 化 推 進 班 、経 営 体 育 成 推 進 班 、 

担 い手 育 成 推 進 班 、情 報 活 用 推 進 班 、直 売 所 活 性 化 企 画 班   

 
 
 

 

 

 

地
域  

 

 兼近 直樹  

 横山 利幸  

 内川美由紀  

 桐明 紗織  

 

（地域分担）  

 

地域係長  

 上蔀 美由紀  

  （ 男 女 共 同 参 画 ）  

（ 6次 産 業 ・ 通 信 販 売
）  

 

 

 

 

 

 

 
庶
務  

 

 永水 裕子  

     
 

 

地域振興課長  

 

 原田 賢文  

 

 

 
 

 

 

 

   

 

水田農業係長  

 飯田 綱夫  

（ 気 象 、 農 業 機 械 ）  

（ 減 ・ 減 栽 培 認 証 ）  

（ エ コ フ ァ ー マ ー ）  

 

 

水
田  

農
業  

 

 大森 宏志  

  轟  貴智  

 

（地域分担）  

    

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                

 

 

野菜係長  

 浜地 清春  

(病害虫 ) 

（ 減 ・ 減 栽 培 認 証 ）  

（ エ コ フ ァ ー マ ー ）  

 

 

野
菜  

 

 酒井 憲一  

 角野一寿美  

 八児  友香梨  

 

（品目分担）  
 

ｾﾝﾀｰ長  
 

山本  幸彦  
  

 

 

   

 

 

 

  

 

  
 

  

 

野菜花き課長  

 

 波多江 悟  

（嘉飯桂総括）  

 

 
 

 

  

 
 

   

参事  
 

古屋  隆司  

 

 

花き係長  

 花田 譲  

  （普及情報） 

 

 

花
き 

 

 樋口 俊輔  

瀬戸山修仁  

 

（品目分担）  

 

  

 

   

 

 

 

 

                

 

果樹係長  

 下村 昌二  

(土壌肥料､茶 ) 

（ 減 ・ 減 栽 培 認 証 ）  

（ エ コ フ ァ ー マ ー ）  

 

 

果
樹  

 

 重見 知宏  

 横田安由美  

 

（品目分担）  
  

   

 

 

 

果樹畜産課長  

 

 平山 善弘  

（直鞍総括）  

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

（      ）は窓口  

 

畜産係長  

 城内  仁  

（環境保全）  

 

 

畜
産  

 

 福原絵里子  

 竹村  陽  

 

（地域分担）  
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（（（（２２２２）現 地 実 証 ・展 示 ほ一 覧）現 地 実 証 ・展 示 ほ一 覧）現 地 実 証 ・展 示 ほ一 覧）現 地 実 証 ・展 示 ほ一 覧     

№ 課     題     名  内      容  場  所  事  業  主  体  

1 水稲奨励品種決定のための実証ほ 
県育成品種「ちくし８１号」の現地適応性
試験 

直方市  農業総合試験場  

2 水稲種子品種向上対策実証ほ  適正栽植密度の検証  宮若市  米麦品質改善協会  

3 
水稲の初・中期一発処理除草剤試験（イ
ノーバトリオ）  

初・中期一発処理剤としての現地普及性試
験 

宮若市  農業生産資材協会  

4 
水稲の初期一発処理除草剤試験（マキシ
― MX）  

初期一発処理剤としての現地普及性試験  嘉麻市  農業生産資材協会  

5 
水稲の虫害対策箱施薬剤試験（ルーチン
トレス）  

コブノメイガに対する防除効果  宮若市  農業生産資材協会  

6 
水稲のいもち病対策本田防除剤試験（ノ
ンブラスバリダダント H 粉剤）  

いもち病に対する防除効果  宮若市  農業生産資材協会  

7 
水稲の土壌改良資材試験（けい酸加里入
り土改王）  

土づくり（土壌改良資材）肥料の検討  飯塚市  農業生産資材協会  

8 
水稲の減・減栽培における「元気つくし」
のいもち病対策の検討  

種子消毒剤の防除効果の検討  飯塚市  
米・麦・大豆づくり
推進協議会  

9 
早期コシヒカリ、夢つくしの生育状況把
握のための指標田  

県北地域での早期品種の生育状況調査  
飯塚市  
宮若市  

専技情報  

10 
水稲の育苗箱全量施肥肥料の主食用品種
への利用（苗箱まかせ NK301）  

育苗箱全量施肥の現地試験（夢つくし、ヒ
ノヒカリ）  

嘉麻市  
生産振興部会普通
作班 

11 水稲「元気つくし」の良食味米生産方法  
土づくり（土壌改良資材、深耕）、有機質
穂肥の実証  

飯塚市  
米・麦・大豆づくり
推進協議会  

12 
水稲「夢つくし」、「にこまる」の良食
味米生産方法  

土づくり（土壌改良資材、深耕）、有機質
穂肥の実証  

飯塚市  生産振興部会  

13 飼料米の生育状況把握のための指標田  飼料用米「ミズホチカラ」の生育状況調査  飯塚市  生産振興部会  

14 
水稲の育苗箱全量施肥肥料の米粉用米へ
の利用（苗箱まかせ N400）  

育苗箱全量施肥の実証  直方市  生産振興部会  

15 水稲の緩効性肥料の利用  「元気つくし」の基肥一発肥料の実証  直方市  生産振興部会  

16 
水稲（元気つくし）のいもち病対策の検
討 

種子消毒剤の防除効果の検討  鞍手町  生産振興部会  

17 
水稲（準早期夢つくし）の縞葉枯れ病対
策の検討  

本田防除及び新規箱施薬の効果  鞍手町  生産振興部会  

18 
大豆のモデル地域での収量向上対策の実
施 

早播き、密植栽培による収量向上効果の実
証 

嘉麻市  生産振興部会  

19 
大豆のモデル地域での収量向上対策の実
証 

部分浅耕一工程播種による適期播種の実
証 

宮若市  
生産振興部会（推進
機構）  

20 キャベツの農薬試験（ ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝ粒剤）  コナガ ﾞに対する防除効果  鞍手町  農業生産資材協会  

21 イチゴの小型紙ポット育苗試験  
小型紙ポット利用による苗質向上効果の
検討 

嘉麻市  農業総合試験場  

22 イチゴ不耕起栽培基肥量試験  適正な基肥量の検討  直方市  生産振興部会  

23 イチゴ農薬試験（ ｺﾙﾄ顆粒水和剤） アブラムシに対する防除効果  嘉麻市  生産資材協会  

24 ブロッコリー品種試験  厳冬期における安定生産  鞍手町  
生産振興部会（推進
機構）  

25 新技術導入広域推進事業  
キンギョソウに対する EOD Ligting 処理
効果の実証  

飯塚市  経営技術支援課  

26 トルコギキョウ試験場育成品種展示 県育成３品種の展示  宮若市  福岡花市場  

27 花き技術確立実証ほ  トルコギキョウの電照処理効果の実証  嘉麻市  
花あふれる福岡推
進協議会  

28 多様な花き需要対策に係る実証ほ トルコギキョウの大苗定植技術の実証  飯塚市  園芸振興課  

29 トルコギキョウ栽培試験  冬春トルコギキョウの作型の実証 飯塚市  
生産振興部会（推進
機構）  

30 ブドウ農薬試験（ ｺｻｲﾄﾞ 3000）  べと病に対する防除効果  飯塚市  農業生産資材協会  

31 カキ農薬試験（ ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ）  カメムシに対する防除効果  飯塚市  農業生産資材協会  

32 ブドウ系統品種現地適応試験  「福岡 15 号」「福岡 16 号」の現地適応性  
飯塚市  
嘉麻市  

農業総合試験場  

33 
シートマルチ設置によるイチジク「とよ
みつひめ」の果実品質向上対策  

シートマルチ設置による果実品質向上効
果の実証  

鞍手町  園芸振興課  

34 
ブドウ「シャインマスカット」の適正着
果量調査  

着果量の多少が果実品質に及ぼす影響を
調査 

宮若市  生産振興部会  

35 
無加温ハウスイチジクにおける早期摘芯
処理による生育の促進効果  

早期摘芯処理による収穫前進化の実証  鞍手町  生産振興部会  

36 
イチジク「とよみつひめ」における環状
はく皮処理の効果  

環状はく皮処理による果実肥大及び着色
向上効果の検討  

鞍手町  
飯塚市  

生産振興部会（推進
機構）  

37 管内堆肥センター堆肥の施用効果 管内堆肥センター堆肥の施用効果比較  直方市  
生産振興部会（推進
機構）  
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24 農 事 組 合 法 人 小 竹 農 産 が設 立  ～地 域 の水 田 農 業 を担 う経 営 体 を目 指 して～ 11月 2日 横山 

25 飯 塚 地 域 高 校 生 農 業 セミナーを開 催  ～農 業 の魅 力 再 発 見 ～ 11月 6日 兼近 

26 
直 売 所 の出 荷 拡 大 に向 けて現 地 研 修 会 を開 催  

                      ～生 産 ・出 荷 のタイプが異 なる農 家 を訪 問 ～ 
11月 7日 平山 

27 
若 宮 花 倶 楽 部 トルコギキョウ見 学 会 開 催  

           ～秋 季 ・冬 季 トルコギキョウの計 画 安 定 生 産 の講 演 会 が好 評 ～ 
11月16日 花田 

28 
安 全 ・安 心 農 産 物 関 連 制 度 説 明 会 開 催  

                        ～安 全 ・安 心 な農 産 物 生 産 をめざして～ 
11月22日 桐明 

29 国 庫 事 業 を活 用 した本 暗 渠 の設 置  ～排 水 対 策 により麦 の収 量 up～ 11月26日 轟 

30 思 わず好 きになる、食 べたくなる出 前 講 座 を開 催  ～小 学 生 に県 産 果 実 をPR～ 11月27日 下村 

31 軟 弱 野 菜 産 地 に学 ぶ ～新 規 就 農 者 を対 象 に「営 農 基 礎 講 座 を開 催 」～ 11月29日 浜地 

32 知 っていますか？土 づくりの基 礎 知 識  ～新 規 就 農 者 の技 術 習 得 を支 援 ～ 12月17日 兼近 

33 
新 たな販 売・流 通 ルートの開 拓 に向 けて 

                     ～2地 区 の4Hクラブが農 産 物 互 評 会 を開 催 ～ 
12月18日 竹村 

34 
食 品 会 社 の商 品 づくりに対 するノウハウを学 ぶ 

                     ～「できることから取 り組 む」の意 欲 を喚 起 ！～     
12月19日 桐明 

35 
水 田 農 業 個 別 大 規 模 経 営 者 交 流 研 修 大 会 の開 催 

                     ～法 人 化 実 践 事 例 、各 種 支 援 制 度 の紹 介 ～ 
12月27日 大森 

36 
先 輩 に学 び、技 術 のレベルアップと仲 間 づくりを 

                            ～更 なる産 地 力 強 化 を目 指 して～ 
12月27日 八児 

37 
女 性 農 業 者 の男 女 共 同 参 画 推 進 活 動 が評 価  

                     ～奥 野 美 代 子 氏 「女 性 のチャレンジ賞 」受 賞 ～ 
12月28日 上蔀 

38 
「集 落 営 農 組 織 交 流 研 修 大 会 」開 催 

                  ～法 人 化 実 践 事 例 、各 種 支 援 制 度 ・対 策 に学 ぶ～ 
2月26日 大森 

39 
県 アドバイザー派 遣 事 業 により短 期 間 で法 人 設 立  

                       ～地 域 での安 定 的 水 田 経 営 を目 指 して～ 
2月26日 大森 

40 設 立 50周 年 を迎えた嘉 穂 支 所 蔬 菜 部 会  ～盛 会 に記 念 式 典 が開 催 される～ 2月28日 波多江 

41 出 荷 乳 量 ＆収 入 を増 やそう！ ～「分 娩 前 乳 房 炎 診 断 」研 修 会 を開 催 ～ 3月 1日 福原 

42 
環 境 保 全 型 農 業 推 進 コンクールで古 野 農 場 が農 林 水 産 大 臣 賞 受 賞  

                   ～合 鴨 水 稲 作 有 機 農 業 の推 進 活 動 が高 く評 価 ～ 
3月18日 波多江 

43 
直 売 所 の出 荷 期 拡 大 に向 けて現 地 研 修 会 を開 催  

                    ～育 苗 ハウス・トンネル利 用 で端 境 期 をねらう～ 
3月22日 角野 

 

 

 

飯塚普及指導センターのホームページがリニューアルしました！ 

上記の「現地活動情報」も詳しくはホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。 

  

 

 

 

      スマートフォンでは裏表紙の QR コードからもご覧になれます。 

飯塚普及指導センター  検索 

HP：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/d05/iiduka.html 
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（（（（４４４４））））普及指導員調査研究実施一覧普及指導員調査研究実施一覧普及指導員調査研究実施一覧普及指導員調査研究実施一覧     

No. 課  題  名 関係部門 担当者 



（５）（５）（５）（５）飯塚 地域担い手・産 地育成総合支援協議会飯塚 地域担い手・産 地育成総合支援協議会飯塚 地域担い手・産 地育成総合支援協議会飯塚 地域担い手・産 地育成総合支援協議会 活動実績活動実績活動実績活動実績     
 

部
会  

課 題 ・計 画  成 果 ・実 績  

交流研修大会等の研修会の実施 
組織の代表者、大規模経営個別農家等を対象に、経営

の発展や法人化推進を目的に研修交流会を行った。 

新規就農者のつどいの実施 

管内の新規就農者（就農 3 年未満）を対象に、農業士、

女性農村アドバイザー、関係機関との意見交換や、今後

の農業経営ビジョン作成に向けた研修を行った。 

担
い
手
育
成 
 

営農基礎講座の実施 
若手農業者を対象に、共通講座と水田農業、野菜、花

き果樹、畜産の 5 部門での勉強会を行った。 

認定農業者に対する中間・更新相

談会を通じた経営改善支援の強化 

各 市 町 にて、中 間 ・更 新 相 談 会 を開 催 し、目 標 達 成

に向 けた技 術 ・経 営 支 援 を行 った。 

講座、研修 会等開催による経営管

理能力の向上支援 

経 営 管 理 講 座 （初 級 ・中 級 コース）を開 催 し、簿 記 基

礎 や経 営 分 析 手 法 の習 得 等 について支 援 した。 

農
業
経
営
指
導 雇用型経営の確立支援 

重 点 支 援 農 家 に対 して、カウンセリング・コンサルテー

ションを通 じた技 術 ・経 営 支 援 を行 った。 

各 ＪＡライス戦 略 策 定 ・実 践 の
支援 

各 ＪＡの販 売 戦 略 について、消 費 動 向 に応 じた品 種
誘 導 を計 画 的 進 めるための協 議 を実 施 した。 

高温耐性品種「元気つくし」の
普及拡大に向けた栽培技術の
確立 

「元 気 つくし」の特 性 ・地 域 に応 じた栽 培 技 術 の確 立
のための現 地 試 験 を実 施 し、次 年 度 の参 考 にした。 

県 育 成 ラーメン用 小 麦 「ちくし
W2 号」のタンパク質含有率向
上 

穂 揃 期 追 肥 の徹 底 とタンパク質 含 有 率 向 上 に効 果
のあった技 術 の確 認 試 験 を地 域 を拡 大 して設 置 し
た。 

大豆収量向上モデル実証ほの
設置（ＪＡ嘉穂、直鞍各１ヶ所） 

早 播 きと密 植 の組 合 せと部 分 浅 耕 播 種 試 験 による収
量 向 上 の効 果 を検 討 した。 

普
通
作  
班  

育 成 すべき担 い 手 の明 確 化
と経 営 改 善 支 援  

水 田 農 業 経 営 力 強 化 事 業 の推 進 により、法 人 の設
立 や検 討 を支 援 した。 

ブロッ コ リ ー冬 出 し 品 種 の 検
討  

管 内 においてブロッコリーの冬 場 の生 産 及 び品 質 が
不 安 定 である。そこで、冬 場 に向 いた品 種 の検 討 を
行 った。結 果 を次 作 での作 付 の検 討 材 料 とする。 

野
菜
班  トマ ト栽 培 に おける 適 切 な肥

培 管 理 の取 り組 み 

草 勢 維 持 のための適 切 な肥 培 管 理 支 援 の一 環 とし
て硝 酸 態 窒 素 濃 度 の調 査 を行 う（現 在 実 施 中 ）。 

ケ イ ト ウ の 収 量 向 上 対 策 技
術 の徹 底  

適 地 ほ場 の設 定 、盆 出 荷 に向 けての適 期 播 種 、定
植 と病 害 虫 対 策 の徹 底 支 援 を行 った。34 万 本 (昨 年
は 19 万 本 )の出 荷 で県 内 一 の産 地 となった。 

シ ン テ ッ ポ ウユ リ の 品 質 向 上
対 策 技 術 の徹 底  

適 正 な肥 培 管 理 と病 害 虫 対 策 の徹 底 支 援 を実 施 。 
品 質 の良 い 3～5 輪 が 84%(昨 年 は 62%)となり、品 質
向 上 が図 れた。 

花
き 
班  

トルコギキョウ展 示 ほ 実 施 中  

イチジク「とよみつひめ｣の早期
摘心処理 

新 梢 を早 期 に摘 芯 することで、収 穫 期 のピークが分
散 できることを確 認 した。 

イチジク「とよみつひめ」の品質
向上のため反射マルチの設置 

反 射 マルチ設 置 により、下 位 節 の果 実 着 色 が向 上 す
ることを確 認 した。 

果
樹
班  

ブドウ｢シャインマスカット｣の適
正着果量の指標づくり 

｢シャインマスカット｣の着果量の違いによる果実品質の違
いを調査し、適正着果量の指標を作成した。 

トマト栽培における畜産堆肥の
施用効果の検証 

堆 肥 施 用 によるトマト生 育 や土 壌 改 良 効 果 を確 認 す
るには至 らなかった。 

第 三 者 に よる 経 営 継 承 の 取
り組 み 

経 営 継 承 に向 けた情 報 の共 有 、地 域 体 制 の構 築 を
図 っている（継 続 ）。 

生 
  

産 
 

振 
 

興 

畜
産
班  

精 液 深 部 注 入 器 の活 用 によ
る繁 殖 成 績 向 上 対 策  

新 開 発 の器 具 利 用 で低 受 胎 率 が課 題 の性 選 別 精
液 による効 率 的 な後 継 牛 生 産 を図 っている（継 続 ）。 
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八木山バイパス終点八木山バイパス終点八木山バイパス終点八木山バイパス終点より約 1.2km 

「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」交差点より約 750m 

 

 

 

福北ゆたか線飯塚駅福北ゆたか線飯塚駅福北ゆたか線飯塚駅福北ゆたか線飯塚駅下車 

 タクシー約 10 分 

 

 

 

穂波バス停穂波バス停穂波バス停穂波バス停より徒歩約 10 分 

「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」「若菜小学校入り口」交差点より約 500m 
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福岡県飯塚農林事務所飯塚普及指導センター福岡県飯塚農林事務所飯塚普及指導センター福岡県飯塚農林事務所飯塚普及指導センター福岡県飯塚農林事務所飯塚普及指導センター    
    

〒820-0089 福岡県飯塚市小正319-1 

TEL：(0948)23-4154 

FAX：(0948)29-4866 
E-mail：iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 
HP：http://www.pref.fukuoka.lg.jp/d05/iiduka.html 
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